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令和７年度第４回島田市廃棄物減量等推進協議会 議事録 

 

日 時 令和８年３月５日（木）13時 30分から 15時 00分まで 

場 所 田代環境プラザ ３階 大会議室 
 

次 第 

１．開会 

２．あいさつ  櫻井課長、草野会長 

３．議事 

（１）協議事項「一般廃棄物処理基本計画 素案の確認について」 

   事務局から、令和８年１月７日から２月６日までパブリックコメントを募集したが、

意見が出なかったため計画案の修正はない旨と、計画本編ではないが１月 14 日に環境

審議会での報告の際に委員から計画の章立てについて助言（※）があったことから、助

言に基づき、「ごみ編」と「生活排水編」の間にあった「食品ロス削減推進計画」を「ご

み編」、「生活排水編」の後に章を移す変更をした旨の報告を行った。 

   ※一般廃棄物処理基本計画は「ごみ編」「生活排水編」で構成され、「食品ロス削減推

進計画」と区別する必要があるため。 

 

   また、資料編として計画における推計値の算出方法、一般廃棄物処理に関するアンケ

ート結果、協議会における計画の策定経過の資料についての紹介を行った。 

 

   質問①（河村委員）ごみの削減には事業者と対談をする必要があると思われる。スー

パーでは規格外の商品等も売れば食品ロスにも繋がるのではないか？ 

      （田中委員）提供者の責任もあり、食品ロスの問題とマッチしない事情もある。

買い手側の意識も重要。 

      （河邉委員）コンビニの弁当は自己責任の範囲となってくるが、賞味期限が過

ぎた後もしばらくは問題なく食べることができる。 

   回答①（事 務 局）食品ロスは買い手側、売り手側の両方の働きかけが重要であるが、

例えば、既に実践されている「手前取り」の意識啓発を推進していく必要があ

る。 

 

   質問②（川邉委員）レジ袋の有料化は定着した。ごみの有料化はどうか？ 

   回答②（事 務 局）カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現のためには、ごみの減

量化を推進していく必要がある。浜松市は、ごみの減量目標を達成したため有

料化は見送るとのことだった。 

現行の田代環境プラザは長寿命化により今後約 20年使用していくことにな

るが、その後の施設更新については、基準から溶融炉以外の施設を検討して

いくことになる。二酸化炭素を排出しない三豊市のトンネルコンポストは焼

却するのではなく微生物によりごみを燃料化する施設であるが、広大な面積

が必要となってくるため、島田市の導入には課題もある。 

    

   その他、意見等 

      （川邊委員）生ごみは水分が多いため焼却効率を低下させると聞いたため、キ
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エーロ等の普及をしていく必要がある。 

      （河村委員）藤枝市は生ごみの分別収集を行っており、生ごみのみの専用の処

理機を導入していると聞く。 

      （田中委員）藤枝市はごみの集積所も役員が毎回立ち会っており、島田市とは

収集体制の状況が異なる。 

   

    

（２）報告事項 

①「令和８年度ごみ収集カレンダーについて」 

事務局から令和８年度ごみ収集カレンダーについて、前回のカレンダーとの変更点等

の説明を行った。 

変更点としては、①ｐ2 の燃えるごみの欄に問合せの多いホットカーペット処分方法

の挿絵を追加、②ｐ6にＲ7.10月から分別が開始したガラス類の分別について、陶磁器・

ガラス類の分別早見表を掲載、③ｐ10小型家電リサイクルの個別品目を掲載した旨につ

いて説明を行った。 

   

   質問①（田中委員）ごみカレンダーの分別辞典を電子化できないか？ 

      （杉山委員）電子化もいいが現在のカレンダーは使い勝手がいいので継続して

配布してもらいたい。 

   回答①（事 務 局）市公式ＬＩＮＥの機能を活用したごみ収集カレンダーの電子化を

進めている。カレンダー自体も継続して配布していく。 

   質問②（河村委員）小型家電のリチウムイオンはどうすればいいか？ 

      （服部委員）ハンディタイプの扇風機は？ 

   回答②（事 務 局）リチウムイオン電池は、リサイクルできるものであるため、家電

量販店等に引き取りを確認いただき、何らかの事情で引き取っても

らえないものを旧清掃センターで回収している。 

 

②「次期委員推薦依頼について」 

 事務局から、今期の委員の任期が令和８年３月 31 日までであるため、所属団体等に

次期の推薦依頼をした旨を報告した。 

※次期の任期は令和８年４月１日から令和 10年３月 31日まで 

 

 

以上 


